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   運動会実行委員長 関根 容子 

 暑い夏を感じさせるような陽射しの中で、第三十九回運動会が開催しました。開会式からこの日

を待ちわびた児童生徒の表情は、活気に満ちあふれていました。そして、どの学部も、演技、競技

で今までの練習の成果を十二分に発揮したすばらしいもので感動しました。スローガン（輝こう 

一人一人 たくましく）のとおり、一人一人が練習を重ねた中に「たくましさ」を身につけ自分色

をキラキラと輝かせていました。地域の方々も参加した玉入れやフォークダンスでは、運動会を楽

しもうとする思いが詰まったもので、共感しあう姿が印象的でした。この運動会を成功に導いてく

ださったすべての方に感謝し、来年に向け頑張っていこうと思います。 

 

 

 

 

 

７月 
1 日   16 月  

2 月 高１社会体験学習 17 火   

3 火 高２社会体験学習 

第 1 回体験入学(小) 

18 水 1 学期給食最終日 

4 水 企業向け学校公開日③ 19 木 短縮 11:30 下校 

5 木 小 3 校内宿泊 

第 1 回体験入学(小) 

20 金 ふれあいデー 

終業式・短縮 11:30 下校 

6 金 小 3 校内宿泊 21 土   

7 土   22 日   

8 日   23 月 面談期間① 

9 月 高 3 授業参観・ 

旅行説明会（1300-

1420） 

24 火 はーと教室(子) 

面談期間② 

10 火 第 1 回体験入学(中) 25 水 職員施設見学会 

親子施設見学会 

面談期間③ 

11 水 児童生徒防犯教室（AM） 26 木 面談期間④ 

12 木 作業所フェア 

第２回ＰＴＡ理事会 

27 金 面談期間⑤ 

13 金   28 土   

14 土   29 日   

15 日   30 月 面談期間⑥ 

   31 火 面談期間⑦（最終日） 

８月の行事 

3 金 高等部体験入学   7 火 はーと教室(親)  8 水 特体連水泳大会   

23 木 バスケット交流大会         28 火 はーと教室(子) 
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（学校だよりがカラーでご覧になれます）  

検索 

本庄特別支援学校・深谷はばたき特別支援学校 

 

主催：本庄市・美里市・神川町・

上里町各社会福祉協議会 

協力：深谷市・寄居町各社会福祉

協議会 

 

共学支援プログラム事業 平成３０年度

スキルアップ講座が、本校体育館で６月１

７日（日）に行われました。 

ボランティアの方々と深谷はばたき特別

支援学校と本校に通う児童生徒が和太鼓を

通して交流しました。講師の「こだま和太

鼓会」の皆さんに和太鼓の 

魅力を教えていただき、 

迫力ある太鼓の音を 

全身で楽しみました。 

 次回もぜひ参加し 

てください。 



６月１８日から２週間、高等部２・３年生が産業現場等におけ

る実習、1年生が校内実習に取り組みました。今までも毎週デュ

アルで現場での作業を経験してきた生徒もいますが、現場実習は

少し違います。２週間、事業所に一人で行き、知らない人々の中

で作業を行います。分らない時や困った時は、現場の方に自分で

聞かなければなりません。現場での体験を生で感じられる学習で

す。また、卒業後の進路を決める上で、とても大切な学習です。３年生は、「この実習で決め

る！」と強い意気込みで臨みました！ 

 

また、進路については、皆さん気になっている所ですので、進路指導部の協力をいただきＱ＆Ａにまとめました。

参考にしてください。 

 

進路、実習に関するＱ＆Ａ 

 

Ｑ１ 実習の希望は、いつまでに決めますか？ 

Ａ１ 実習の２ヶ月前です。「実習参加希望調査」を行い、記入し     

てもらいます。（今回は4月９日でした。）具体的に事業所名まで書いていただけると、より希望に沿った   

実習を行うことができます。 

 

Ｑ２ 進路先が決まるのは、高等部のいつ頃ですか？ 

Ａ２ 生徒によって違いますが、6 月、10 月の実習を経て、１０月の実習で進路先が決まる（希望先に受け入れて

いただく）ことを目指しています。 

 

Ｑ３ 現場実習では、一番長く作業する事業所の時間を教えてください？ 

Ａ３ 作業所は、8:30～16:00、 企業は、8:00～17:00です。 

 

Ｑ４ 現在の「障害者法定雇用利率」はどのくらいですか？ 

Ａ４ 今年の４月から２．２％に上がりました。※「障害者法定雇用利率」は全従業員に対して、事業主  

が一定割合以上の障害者を雇用しなければならない 

割合のことです。 

Ｑ５ 作業所の状況は？ 

Ａ４ 毎年新しい施設が数箇所開所しますが、１～２年でいっぱいになってしまう施設もあります。特に、生活介護

が人数に対して足りていません。また、施設は生活介護、就労継続支援Ｂ型事業所、就労継続支援Ａ型事業所

等がありますが、定員に達していない場合も、支援員の確保等様々な要因により、受け入れていただけない事

もあります。マッチングも大切です。 

 

Ｑ５ 進路を決めるには、どんな力が必要ですか？ 

Ａ５ 事業所からよく言われていることを挙げます。 

   ・挨拶、返事ができる。 

   ・報告、連絡、相談（ほう・れん・そう）ができる。 

   ・休まない。 

   ・自分の事を自分でできる。 

   ・ルールを守れる。 

   ・作業を長く持続できる。 

   ・周囲の人と仲良くできる。 

   ・安全に行動できる。 等々 

   いろいろありますが、基本的な生活リズムが整っていることが大切です。 

    

Ｑ６ 将来、進路先の可能性を広げるためにしておくとよいことはありますか？ 

Ａ６ 小学部、中学部から日常生活で必要な力（着替え、掃除、食事、片付けなど）をしっかり身に

付けておきましょう。家庭での手伝いも大きな力になります。 

 

Ｑ７ 働く意欲はどうしたら持てますか？ 

Ａ７ 役割（手伝い）を与え、やったら褒めてください。自分の働きにより人が喜んでくれることを教えてください。

自分の役割を果たす喜びを知ることが、働く大きな基礎力になります。 
 

※9月に「企業セミナー」もありますので、企業就労をお考えの方はぜひ参加してください！ 


